
2026/5/19 発行 ICT/感染管理委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月の連休が終わりましたが皆さんはどのようにすごされたのでしょうか？ 

多くの人が移動し密集したこの時期、その後の感染症の動向が気になるのは私だけでしょうか？ 

麻疹は昨年度から流行が続き、今年は関東地域を中心に発生が急増しており、すでに昨年の患者数を 

超えています。インフルエンザの流行は終息しましたが、この連休中に浜松市内でマダニ咬傷による 

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の発生がありました。また、国外ではハンタウイルス感染症が確認 

され世間を騒がせています。皆様には引き続き感染対策の継続をお願いします。 

●麻疹流行 

 

●4種ウイルスの抗体価と必要予防接種回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★今一度ご自身の抗体価とワクチン接種歴を確認しておきましょう！ 

感染力：免疫がないと接触後約90％発症 

感染症状：2 峰性の発熱、コプリック斑、

発疹 

潜伏期間：10～21日 

感染経路：空気、飛沫、接触 

感染リスク期間：カタル症状出現１日前～

解熱後3日を経過するまで 

治療：対症療法 

対応：抗体価の確認（16.0以上：EIA法） 

ワクチン接種歴 2回 

陰圧室隔離、N95 マスク・フェイスシール

ド・手袋・エプロン着用 

4種ウイルス抗体価基準 

疾 患

名 

検 査

方法 

A 陰

性（-） 

B 

基 準 以

下（±）

～（+） 

C 

陽 性

（+） 

ワ ク

チン 

2 回接種 1 回接種 必要なし 

風疹ウイルス HI 法 8 倍未満 8 倍、 

16 倍 

32 倍 

以上 

水痘.帯状疱疹 EIA-

IgG 

2.0 未満 2.0～

3.9 

4.0 以上 

ﾑﾝﾌﾟｽｳｲﾙｽ EIA-

IgG 

2.0 未満 2.0～

3.9 

4.0 以上 

麻疹ウイルス EIA-

IgG 

2.0 未満 2.0～

15.9 

16.0 

以上 
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★皆さんタイミング良く手指衛生ができていますか？新入職員の使用量をふまえての結果となったせいか使用

量が減少した部署が多かったです。実施回数は僅かに増加しました。 

 

★2026年アルコール手指消毒剤使用量

報告 
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